
高等部 3年 社会科 指導案（略案） 

日 時 ： 令和 4年９月 

場 所 ： 大平特別支援学校 理科室  

対象生徒： 高等部 3年 

授業者 ： 仲間 貴志 

担当主事： 朝倉 康介 

Ⅰ 研究テーマ 

学びに向かう力を育む教科別の指導の工夫 

― 生活場面に即し成功体験を重ねる社会科の指導を土台として ー 

Ⅱ 単元の指導目標・評価規準・指導内容（高等部２段階） 

単元名①【公共施設の役割】 

単元名②【我が国の国土の様子と国民生活】（高等部１段階） 

 単元・題材の目標 

（三つの柱） 

単元・題材の評価規準 

（三観点） 

単元・題材の活動

内容 

（教科等横断

的視点） 

単元ご

との指

導計画

におけ

る項目 

 

(知及技) 

地域における公共施設や公共

物の役割とその必要性を理解

することができる。（公共施設

の役割（ア）㋐） 

(思判表力) 

地域における公共施設や公共

物の利用の仕方を調べ，適切

な活用を行うことができる。

（公共施設の役割（ア）㋑） 

（学・人） 

公共施設や公共物の必要性を

知るとともに、自らの生活に

活用しようとする。（高 2段

階） 

【Aグループ】 

(知・技)空港や飛行機・バスの役割とその

必要性について理解している 

(思・判・表)航空便の確認、飛行機・バスの

利用方法などを調べ、活用している。 

（主学）公共施設や公共物の必要性、利用方

法を知り、生活に活用しようとしている。 

公共交通機関や

移動の仕方を調

べる。利用する。 

修学旅行の事前

学習を通して、空

港の利用や飛行

機・バスの搭乗に

ついて調べる。旅

行先での公共機

関を利用する。 

事後学習を通し

て、公共物の活

用について感想

をまとめる。 

国語（A聞く

こと・話すこ

と）（B書く

こと） 

 

情報（ネット

ワークとデ

ータの活用） 

【Bグループ】 

(知・技)修学旅行で利用する空港や飛行

機・バスの役割について理解している。 

(思・判・表)修学旅行で正しく飛行機・バス

を利用している。 

 単元・題材の目標 

（三つの柱） 

単元・題材の評価規準 

（三観点） 

単元・題材の活動内

容 

（教科等横断的視

点） 

単元

ごと

の指

導計

画に

おけ

る項

目 

 

（知及技） 

我が国の国土の地形や気候の

概要を理解するとともに，

人々は自然環境に適応して生

活していることを理解するこ

とができる。（高１段階 我が

国の国土の様子と国民生活

（ア）㋐） 

（思判表力） 

地形や気候などに着目して，

国土の自然などの様子や自然

条件から見て特色ある地域の

人々の生活を捉え，国土の自

然環境の特色やそれらと国民

生活との関連を考え，表現す

ることができる。（高１段階 

我が国の国土の様子と国民生

活（ア）㋑） 

【Aグループ】 

（知・技） 

日本の地形や気候の概要を理解すると

ともに、都道府県の地理的環境と人々

の生活に関して知識を深めている。 

（思・判・表） 

特色ある地域の人々の生活を捉え，国

土の自然環境の特色やそれらと国民生

活との関連を考え、白地図ワークなど

に取り組んでいる。 

修学旅行の事前学習

を通して、沖縄県と

東京都・千葉県（関東

地域）の位置や距離

などを学ぶ。 

東京都・千葉県の地

域についての情報を

調べる。 

事後学習を通して、

旅の思い出、現地の

様子について感想を

まとめる。 

国語（A聞くこ

と・話すこと）

（B書くこと） 

 

情報（ネットワ

ークとデータの

活用） 

 

理科（天気の変

化） 

【Bグループ】 

(知・技) 

修学旅行で訪れる関東地域について、

位置や特色を理解している。 

(思・判・表) 

修学旅行先で訪れる県外の地域の雰囲

気を味わい、自県との違いを考え、感

想を述べている。 

 

 



Ⅲ 指導計画・評価計画 

 

Ⅳ 本時の授業の展開 

（３時 9月 9日 ）事前学習① 旅行予定地について（地理的事象・ICT活用） 

時間 学習内容・教師の声かけ 指導内容 ★指導のポイント★ 

導入 

10：50 

～ 

「皆さんが修学旅行で訪れるのは、都道府県でい

うとどこかわかりますか？」 

 

既習の「羽田空港」は東京都に

あり、宿泊・ディズニーランド

は千葉県にある、という事項

を再確認する。 

★②Google マップを

活用し、沖縄から関東へ

の移動について意識を

高める。 

 

★①iPad を利用して実

際の HP をチェックす

る。 

 

 

 

 

 

 

★①googleアースのア

プリケーションで羽田空

港・ホテル・ディズニーラ

ンドの３D モデルを確

認。 

 

展開① 

10：55 

～ 

●ワークシートを配布する。 

・関東地方（東京・千葉）について（プリント学習） 

・訪れる都道府県名を確認しよう。 

 

・距離の確認 

 沖縄から飛行機でどれぐらいかかるか 

・日没時間の確認 

 沖縄と東京で日没時間に違いはあるか 

 

・気温の確認 

９月の平均気温に違いは見られるか 

・天気の確認 

 沖縄と東京の現在の天気に違いはあるか 

●解答を行う 

説明にそって穴埋め問題を解

いてもらう。 

生徒自身が自分の iPadを使

用して調べることを補助す

る。 

 

展開② 

１１：２５～ 

「旅行先で行うことを考えよう」 （事後学習素材

集め） 

●サンプルを紹介し、いくつか提案する。 

・現地でグーグルマップを活用し、自分がいる場所

を表示して画面のスクリーンショットを撮る。 

・スマホで現地の天気予報を確認する（天候・気

温）スクリーンショット。 

・訪れた場所のパンフレットをもらってくる。 

旅行後にそれぞれの思い出を

形にするため、旅行先で取り

組むことの内容を一緒に考え

る。 

旅行中のストレスや負担にな

らないよう、生徒自身が可能

な課題を設定する。 

★②完成したレポートは

お互いに発表したり校

内展示や保護者に見て

もらったりし、２年生の

修学旅行の事前学習の

教材にもなることを説

明する。 

まとめ 

11：３5～ 

「次回の授業は、今日の続きで修学旅行先で何を

行うかを決めたいと思います」 

※今週末の県知事選挙についても触れる 

１週間の期間をもうけ、修学

旅行で取り組みたいことを考

える時間とする。 

 

 

時間 指導項目 学習活動 

評価の観点 

備考 
知・技 

思・

判・表 
主学 

１（７/８） 
空港・旅客機について 

（公共施設・公共物） 
空港の場所・搭乗の仕方 〇    

２（７/１５） 空港見学 観察・搭乗手順の確認 〇 〇   

３（９/９） 

４（９/16） 

事前学習①（本時） 

事前学習② 

旅行先の関東について 

旅程確認・旅行のテーマを考える 
〇 〇   

５（９/３０） 事後学習① 体験レポート作成  〇 〇  

６（１０/１４） 事後学習② お互いのレポート鑑賞・評価  〇 〇  



Ⅴ 本時以降の指導内容（略案） 

（４時間目 9月 19日 ）事前学習② 思い出の〇〇作りの準備（ICT活用） 

時間 学習内容・教師の声かけ 指導内容 ★指導のポイント★ 

導入 

１０：5０ 

～ 

「三日後にせまった修学旅行 

それぞれの取り組みたいテーマは決まりましたか。」 

前回の学習の振り返り、旅

程の再確認など。 

★①直前にせまった

修学旅行の雰囲気を

高める 

 

★②生徒自身が課題

を選ぶ場面を設定す

ることで、活動に対す

る動機付けが高まる。 

展開 

10：55～ 

具体的な「体験レポート作成」の準備 

 

アイパッドやスクラップなど写真張り付けの直前ま

でなるべく仕上げておく。 

 

一人ひとりの「取り組みたい

ものシート」に記入 

練習用テンプレートなどを

利用し、事後学習がスムー

ズになるよう生徒の活動を

補助する。 

まとめ 

11：３5～ 

「それでは気を付けて修学旅行を楽しんでいってら

っしゃい。引率の先生の協力も得ながら課題に取り

組んできてください。」 

「次回の授業で、修学旅行先の話を振り返ります」 

事後学習でどんなレポート

を作るか意識させて、本時

をまとめる。 

★②レポートを通して

後で旅行の様子を皆

に教えてほしいことを

強調し、教師からの期

待を伝える。 

 

（５時間目 9月 30日）事後学習 思い出の〇〇作り（ICT活用） 

時間 学習内容・教師の声かけ 指導内容 ★指導のポイント★ 

導入 

１０：5０ 

～ 

「修学旅行はどうでしたか。」 

「写真やパンフレットは集まりましたか」 

２週間前の旅行内容の確認など

行い、雰囲気を思い出してもら

う。 

★①話したい様子が

あれば、自由に発言で

きるような場にする。 

 

★②旅行に行ってい

ない職員や後輩に楽

しさが伝わるようなレ

ポートつくりを提案す

る。 

展開 

10：55 

～ 

思い出の〇〇作り 

 

一人ひとりの「取り組みたいものシート」をもと

にレポートを仕上げる。 

 

スクラップつくりなどを行う生

徒の場合は前もって担任から写

真データを受け取り、プリントア

ウトまで済ませておく。 

個別に生徒の作成状況を確認

し、作成の補助を行う。 

まとめ 

11：４5～ 

「完成したものは、次回１０月１４日の授業で発表

してもらいますので、そのつもりでよろしくお願

いします」 

レポートは学部室の多目的エリ

アや運動会の日に流したり、展

示したりする旨を伝える。 

★②展示ブースには、

見た人が「いいね」を

残すことができるよ

う、シール台帳を設置

し、多数の好評価を受

けることが自信につ

ながる仕組みを用意。 

 

（６時間目 １０月１４日）事後学習（発表会） 

時間 学習内容・教師の声かけ 指導内容 ★指導のポイント★ 

導入 

１０：5０～ 

「レポート展示の反響はありましたか」 

 

レポート展示の反響に

ついて話をする。 

★②展示ブースの「いいね」シ

ール台帳の数などを発表し、取

り組みが注目を浴びているこ

とを伝える。 

★②発表内容をお互いに認め

合うことから、承認されている

実感を得る活動。 

展開 

1１：００ 

～ 

一人ひとりのレポートについて、発表をしてもら

う。 

・テーマを選んだ理由や、旅行で思い出に残った

こと・反響があったことへの反応 

・自分のレポートの出来具合 

・単元の感想など 

・お互いの発表を静か

に聞いて、よいと思っ

たところなど、感想シ

ートに記入する。 

まとめ 

11：45～ 

単元のまとめ 

1学期の空港見学や飛行機の乗り方 

修学旅行の思い出の〇〇つくりなど 

今後の実際生活でも活用できる、生きて働く知

識・技能を学習したことを振り返る 

時間があれば、自己有

力感テストなどアンケ

ート実施。 

★①実際生活に即した授業内

容であったことを振り返る。 

★②自分で設定した課題をクリ

アできたことを実感できるよう

にする。 



Ⅵ 授業の評価と検証 

授業の評価（ ◎適切  〇やや適切  △改善が必要 ） 

項目 評価 メモ（備考） 

題材と研究テーマのかかわりは

明確であったか 

  

本時のねらいの設定は適切であ

ったか 

  

授業の展開は対象生徒の実態に

合っていたか 

  

教材・教具は適切であったか   

時間配分は適切であったか   

   

ご意見・お気づきの点がありましたら、ご記入をお願いします。 

 


